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本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関

す
る

一
つ
の
判
例
で
あ
る
、
マ
ア
プ
リ
ィ
の
後
見
に
関
す
る
事
件

曾
Ｚ

卿
同
Ｏ
Ｃ
＞
”
Ｕ
【＞
Ｚ
∽
口
【「
〇
リ
ソ
ハ＞
厠
”
く
Ｏヽ
ｏ
ｏ
Ｚ
。同
。い０
日０
（Ｈいデ
＞
り

，

卜
∪
【絡
。８
８
こ

の
全
訳
で
あ
る
。

現
在
、
仕
上
げ
の
段
階
を
迎
え
、　
一
九
九
九
年
の
通
常
国
会
で
成
立

が
予
定
さ
れ
て
い
る
日
本
の
新
し
い
成
年
後
見
法
は
、
自
己
決
定
権
尊

重
と
本
人
保
護
の
必
要
性
の
調
和
の
見
地
か
ら
、
原
則
と
し
て
任
意
後

見
制
度
が
法
定
後
見
制
度
に
優
先
す
る
と
し
て
い
る
（補
充
性
の
原
則
）

も
の
の
、
い
っ
た
ん
法
定
後
見
制
度
が
発
動
さ
れ
る
と
任
意
後
見
制
度

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る
一

は
消
滅
す
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
↑
」
の
点
に
つ
き
、
「成
年
後

見
制
度
の
改
正
に
関
す
る
要
綱
試
案
」
第
二
、
四
及
び

「民
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
等
要
綱
案
」第
二
、
九
を
参
照
。
な
お
、
「民
漱
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
等
要
綱
案
」
第
二
、
四
１
０
は
法
定
後
見
を

継
続
す
る
こ
と
が

「本
人
の
利
益
の
た
め
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る

と
き
」
に
は
任
意
後
見
は
発
効
せ
ず
、
同
第
二
、
四
２
は
、
任
意
後
見

が
発
効
す
る
場
合
に
は
法
定
後
見
は
取
り
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
規
定
し
て
い
る
）。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
各
州
の
制
定
法
で
は
、

自
己
決
定
権
の
尊
重
の
貫
徹
と
本
人
の
福
祉
を
図
る
た
め
に
、
任
意
後

つ
の
判
例
―
―
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
後
見
に
関
す
る
事
件
　
　
　
一二
四
七
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見
制
度
と
法
定
後
見
制
度
の
競
合
を
認
め
、
二
つ
の
制
度
を
協
働
さ
せ

る
方
向
に
あ
る

（こ
の
点
に
簡
単
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
、
拙
稿

「
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
制
度
―
―
日
本
法
へ
の
示
唆
を
求
め
て
」

ジ
ュ
リ
ス
ト

一
一
四

一
号

（
一
九
九
八
・
九

・
一
五
）
六
二
頁
と
そ
の

註
を
参
照
）。
こ
の
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
の
問
題
は
、
成
年
後

見
制
度
に
お
け
る
残
さ
れ
た
難
題
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
難
題
の
解
決
の
た
め
に
、
私
は
、
日
本
法

へ
の
示
唆
を
求
め
て

比
較
法
的
見
地
か
ら
今
後
も
ア
メ
リ
カ
各
州
の
制
定
法
、
判
例
を
研
究

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

本
判
決
―

マ
ア
ブ
リ
ィ
の
後
見
に
関
す
る
事
件
―
の
翻
訳
も
こ
の
第

一
歩
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

な
お
、
本
判
決
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
の
痴
果
の
女
性
の
ペ
ッ
ト

の
猫
の
世
話
代
金
支
払
の
た
め
に
、
財
産
後
見
人
が
彼
女
の
自
宅
を
処

分
す
る
こ
と
に
な
る
和
解
を
締
結
し
た
こ
と
に
つ
き
本
人
が
そ
の
効
力

を
争
う
と
い
う
、
大
変
興
味
深
い
紛
争
事
例
で
あ
り
、
①
任
意
後
見
と

法
定
後
見
の
競
合
の
問
題
、
に
止
ま
ら
ず
、
②
被
後
見
人
の
自
宅
を
後

見
人
が
処
分
す
る
際
に
、
そ
れ
が
被
後
見
人
の
最
善
の
利
益

（げ
８
け

〓
け
『３
お
）
に
か
な
う
た
め
に
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
件
（
ａ。当

該
処
分
の
も
た
ら
す
財
産
上
の
影
響
、
ｂ
．被
後
見
人
の
希
望
が
考
慮
さ

三
四
八

れ
て
い
る
こ
と
、　
ｃ。当
該
処
分
の
判
断
に
あ
た
り
身
上
後
見
人
に
よ
る

情
報
提
供
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ｄ
．当
該
処
分
が
唯

一
の
選

択
肢
で
あ
る
こ
と
）
を
定
立
し
て
い
る
こ
と
、
③
後
見
人
選
任
手
続
に

お
け
る
利
益
相
反
の
問
題
な
ど
、
日
本
の
新
し
い
成
年
後
見
制
度
の
下

で
も
頻
繁
に
生
じ
う
る
注
目
す
べ
き
重
要
な
問
題
点
や
法
理
を
内
包
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
翻
訳
は
、
比
較
法
的
な
意
味
で
の
資
料
と

し
て
の
存
在
意
義
を
有
す
る
と
考
え
る
。
な
お
、
以
上
の
問
題
点
を
中

心
と
す
る
本
判
決
の
さ
ら
な
る
検
討
と
分
析
も
今
後
の
私
の
研
究
課
題

と
し
た
い
。

マ
ア
プ
リ
ィ
の
後
見
に
関
す
る
事
件
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九
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五
年

一
〇
月

一
一
日

弁
論
、　
一
九
九
六
年
五
月
九
日

判
決
言

渡
、　
一
九
九
六
年
六
月
二
七
日

再
弁
論
否
決

ミ
ュ
ル
ト
ゥ
ル

・
イ
ー

・
マ
ア
プ
リ
ィ
の
訴
訟
代
理
人
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レ
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ル
サ
ー
ビ
ス
有
限
責
任
会
社

所
属
）
（在
ブ
ル
ー
ミ
ン
グ
ト
ン
）

バ
ー
ナ
ー
ド

ｏ
シ
ャ
ピ
イ
ロ
ウ

（プ
レ
イ
リ
ー

ス
テ
イ
ト

リ
ー
ガ

ル
サ
ー
ビ
ス
有
限
責
任
会
社

所
属
）
（在
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
）

グ
ラ
ル
ド

・
ロ
バ
ー
ツ
の
訴
訟
代
理
人

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ア
ー
ル
・
デ
ピ
ュ
ー

（デ
ピ
ュ
ー
、
グ
ラ
イ
ム
ズ

エ

ン
ド

デ
ピ
ュ
ー
法
律
事
務
所

所
属
）
（在
ブ
ル
ー
ミ
ン
グ
ト
ン
）

デ
イ
ー

・
ダ
ブ
ユ
ー
・
シ
ュ
ン
ト
ダ
ー
医
師
の
訴
訟
代
理
人

ケ
ネ
ス
・
エ
ル
・
ス
ト
ロ
ン
グ

（ス
ト
ロ
ン
グ
、
ブ
レ
イ
ク
マ
ン

エ

ン
ド

シ
ュ
ロ
ツ
ク
法
律
事
務
所

有
限
責
任
会
社

所
属
）
（在
ポ
ン

テ
ィ
ア
ッ
ク
）

ク
ッ
ク
裁
判
長
が
判
決
理
由
を
言
渡
し
た
。

飼
い
猫
を
預
っ
て
食
事
を
与
え
た
代
金
と
し
て
獣
医
か
ら
請
求
さ
れ

た

一
八
、
○
○
○
ド
ル
の
支
払
に
充
て
る
た
め
に
、
財
産
後
見
人

奮習
ミ
Ｂ
営

Ｒ
黙
Ｈ
８
８
８
）
が
、
無
能
力
者
の
自
宅
の
資
産
価
値
に

つ
い
て
何
ら
実
際
に
証
拠
を
得
た
り
、
こ
の
獣
医
に
ょ
る
請
求
が
有
効

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る
一

な
も
の
で
あ
る
か
、
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
か
問
い
た
だ
し
た

，
す
る

こ
と
も
な
く
、
無
能
力
者
の
自
宅
所
有
権
を
移
転
し
て
し
ま
っ
た

（そ

し
て
、
そ
の
明
渡
の
た
め
に
二
、
〇
二
〇
ド
ル
を
支
払
い
、
う
ち
二
、

五
〇
〇
ド
ル
を
無
能
力
者
の
財
産
の
つ
け
に
し
た
）
和
解
を
、
事
実
審

裁
判
所
が
承
認
し
た
こ
と
を
不
服
と
し
て
、
成
年
の
無
能
力
者
が
上
訴

に
及
ん
で
い
る
。
当
裁
判
所
は
こ
の
事
実
審
裁
判
所
の
判
決
を
破
棄

ｏ

差
戻
し
に
す
る
。

一
九
九
四
年
五
月
二
四
日
、
ミ
ュ
ル
ト
ゥ
ル
・
マ
ア
ブ
リ
ィ
は
、
ペ

キ
ン
記
念
病
院
に
入
院
し
、
鬱
血
性
心
麻
痺
、
肺
水
腫
、
高
血
圧
の
治

療
を
う
け
た
。
マ
ア
プ
リ
ィ
の
弁
護
士
で
あ
る
カ
ー
テ
ィ
ス
・
マ
イ
ヤ
ー

ズ
に
宛
て
た
五
月
二
六
日
付
け
の
手
紙
に
お
い
て
、
彼
女
の
担
当
で
あ

る
ジ
ョ
ン
・
ラ
ベ
ル
医
師
は
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
は

「
お
そ
ら
く
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
で
あ
る
痴
果
の
徴
候
」
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
病

院
の
職
員
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
観
察
記
録
も
痴
果
が
み
ら
れ
る
と
い
う

結
論
を
裏
付
け
て
い
た
。

五
月
二
七
日
、
グ
ラ
ル
ド

・
エ
フ
・
ロ
バ
ー
ツ
と
フ
ラ
ン
シ
ス
ｏ
ア

ン
・
ロ
バ
ー
ツ

（以
下
、　
一
人
を
指
す
時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ゲ
ラ
ル
ド
と

フ
ラ
ン
、
二
人

一
緒
に
は
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー
ズ
と
呼
ぶ
）
が
、
マ
ア
ブ
リ
ィ

を
後
見
に
付
す
る
よ
う
に
と
い
う
申
立
て
を
提
起
し
た
。
第

一
審
裁
判

つ
の
判
例

―
―
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
後
見
に
関
す
る
事
件
　
　
　
一二
四
九
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所
は
、
ラ
ベ
ル
医
師
の
報
告
書
な
ら
び
に
病
院
職
員
の
観
察
記
録
に
も

と
づ
い
て
マ
ア
ブ
リ
ィ
を
障
害
を
も
っ
て
い
る

（●
【８
げ
【ｏ
ｅ

と
認
定

し
、
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー
ズ
を
財
産
と
身
上
の
一
時
的
後
見
人
（お
日
●
Ｒ

，
ａ

唆
日
ａ
【”
房

Ｒ
，

①
①峰
“
澪
“
●
鮎

，
ｏ
り
ｑ
８
じ

に
選
任
し
た
。
ロ
バ
ー

ツ
ィ
ー
ズ
が
任
命
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
が

一
九
九

一
年
九
月
に
作
成
し
た
委
任
状

Ｃ
ｏ
ｌ
ｑ
Ｒ
詳
ざ
日
ｏ
じ

の
存
在
が
あ

げ
ら
れ
る
。
そ
の
委
任
状
は
、事
務
的
な
仕
事
に
つ
い
て
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー

ズ
を
マ
ア
プ
リ
ィ
の
任
意
後
見
人
Ｃ
言
ｏ
日
①じ
に
任
命
し
て
お
り
、
ま

た
い
つ
か
後
見
人
の
必
要
が
生
じ
た
時
に
は
か
れ
ら
が
財
産
後
見
人
と

身
上
後
見
人
の
両
方
又
は

一
方

（”
【円
Ｒ
”
口
Ｒ

，
①
①降

，
お

”
●
ミ
Ｒ

Ｒ
，

①
ｏ
９
８
こ

に
任
命
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
こ
と
を
示
し
て
い

た
の
だ
っ
た
。
ロ
バ
ー
ト

・
フ
オ
ル
マ
ー
が
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
訴
訟
後
見

人

（”
澤ミ
ヽ
【”
●
”
ヽ
〓
け
日
（０
＞
じ
）
に
選
任
さ
れ
た
。

こ
の
後
見
人
選
任
の
申
立
て
に
も
と
づ
く
第

一
回
の
審
理
は
、
六
月

二
四
日
に
フ
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
裁
判
官
の
面
前
で
行
わ
れ
た
。
先
に
述
べ

た
情
報
に
加
え
て
、
第

一
審
裁
判
所
は
、
リ
ブ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン

マ
ナ
ー

ナ
ー
シ
ン
グ

ホ
ー
ム
の
ラ
リ
ー
・
ス
ト
ー
ル
タ
ー
医
師
の
報
告
書
も
採

用
し
た
。
ス
ト
ー
ル
タ
ー
医
師
は
、
痴
果
の
認
定
を
確
認
し
、
「私
の
漠

然
と
し
た
感
じ
で
は
、
彼
女
は
自
宅
で
自
分
の
こ
と
を
行
う
こ
と
は
で

三
五
〇

き
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
ス
ト
ー
ル
タ
ー
医
師
は
、
「
さ
ら
に
わ
れ

わ
れ
医
師
が
将
来
に
お
け
る
患
者
の
配
置
と
療
法
に
つ
き
助
言
す
る
の

を
助
け
る
」
た
め
に
、
正
式
な
精
神
医
学
的
評
価
を
受
け
る
こ
と
を
勧

め
た
。

審
理
に
お
い
て
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
は
、
自
分
は
す
で
に
委
任
状
を
撤
回

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
委
任
状
が
依
然
と
し
て
有
効
だ
と
は
信
じ
て
い

な
い
、
と
言
っ
た
。
委
任
状
の
作
成
に
あ
た
っ
た
マ
イ
ヤ
ー
ズ
は
、
マ

ア
ブ
リ
ィ
は
あ
る
時
に
は
委
任
状
を
取
消
す
よ
う
に
と
指
示
し
た
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
ま
た
別
の
時
に
は
委
任
状
は
今
ま
で
通
り
に
効
力
を

持
ち
続
け
る
よ
う
に
と
指
示
し
た
こ
と
も
あ
る
、
と
述
べ
、
「彼
女
が
終

始

一
貫
し
て
委
任
状
を
取
消
す
よ
う
に
考
え
た
こ
と
は
今
ま
で
に
な

か
っ
た
」
と
言
っ
た
。
マ
ア
ブ
リ
ィ
は
ま
た
、
自
分
は
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー

ズ
が

一
時
的
後
見
人
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
は
い
な
い
と
も
言
っ
て
い

る
。
第

一
審
裁
判
所
は
、
フ
ラ
ン
を

一
時
的
身
上
後
見
人
↑
８
８
Ｒ
”
囀

一歯

ミ

ヽ
【
“
口

Ｒ

Ｌ
澪

ｏ
Ｒ

８

じ

に

留

め

た

が

、

ポ

ン

テ

イ

ア

ツ

ク

銀

行

（以
下
、
銀
行
と
呼
ぶ
）
を
、
職
務
引
受
を
申
請
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
、
一
時
的
財
産
後
見
人
（お
亘
３
Ｓ
蝙
唆
】ミ
鮎
【”●
Ｒ

，
ｏ
ｏ諄

，お
）

に
選
任
し
た
。
ポ
ン
テ
イ
ア
ツ
ク
銀
行
は
職
務
引
受
を
申
請
し
た
。

訴
訟
後
見
人
の
フ
ォ
ル
マ
ー
は
、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
が
こ
れ
以
前
に
マ
ア



ブ
リ
イ
と
ロ
バ
ー
ツ
イ
ー
ズ
の
双
方
の
代
理
人
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
が
こ
の
問
題
に
弁
護
士
と
し
て
関
与
し
続
け
る
こ

と
に
マ
ア
ブ
リ
ィ
は
異
議
を
唱
え
て
い
な
い
、
と
言
っ
た
。
さ
ら
に
続

け
て
、
フ
ォ
ル
マ
ー
は
、
「訴
訟
後
見
人
と
し
て
私
は
、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
に

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
あ
ら
ゆ
る
利
益
相
反

Ｆ
ｏ
●
コ
【ｏＣ

に
つ
い
て
権

利
を
主
張
す
る
こ
と
を
放
棄
す
る
つ
も
り
だ
。
と
も
か
く
事
態
を
よ
く

知
っ
て
い
る
人
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
最
善
だ
と
思
う
」
と
言
っ

た
。次

の
審
理
は
、
八
月
二
〇
日
に
開
か
れ
た
。
第

一
審
裁
判
所
は
、
免

許
を
持
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
ア
ン
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
八
月

一
七
日
付
け
の
手
紙
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ

の
手
紙
の
中
で
ア
ン
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
マ
ア
ブ
リ
ィ
を

「精
神
的
病
気

を
病
ん
で
い
る
徴
候
な
ど
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
、
と
て
も
気
持
ち
の

い
い
方
」
と
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第

一

審
裁
判
所
は
、
マ
ア
プ
リ
ィ
の
記
憶
が
長
続
き
し
な
い
こ
と
に
伴
う
困

難
を
理
由
と
し
て
、
マ
ア
プ
リ
ィ
の
事
務
的
事
柄
に
つ
い
て
の
後
見
と

生
活
上
の
手
配
に
関
す
る
身
上
に
つ
い
て
の
あ
る
程
度
の
後
見
を
薦
め

た
の
だ
っ
た
。
フ
オ
ル
マ
ー
は
、
基
本
的
に
マ
ア
ブ
リ
ィ
は
ア
ン
・ジ
ェ

イ
ム
ズ
の
手
紙
に
言
う
通
り
の
状
態
で
あ
り
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
の

「最
大

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る
一

の
関
心
事
は
、
自
宅
を
き
れ
い
に
掃
除
し
に
行
け
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。
九
月

一
九
日
に
、
第

一
審
裁
判
所
は
先
に
述
べ
た
銀

行
を
完
全
な
財
産
後
見
人

Ｃ
】８
”
崚
唆
】ミ
魚
【”
●
Ｒ
諄
５
①
降
”
お
）
に
、

フ
ラ
ン
を
制
限
さ
れ
た
身
上
後
見
人

（澤
ュ
けｏ
Ｏ

咀
目
ａ
【”
●

Ｒ

，
①

づ
①■８
じ

に
選
任
し
た
。
特
に
、
フ
ラ
ン
は
マ
ア
プ
リ
ィ
が
自
宅
に
戻

る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
マ
ン
シ
ョ
ン
を
探
す
の
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ

た
。
マ
ア
ブ
リ
ィ
は
自
宅
を
き
れ
い
に
掃
除
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
た
が
、

そ
こ
に
住
む
こ
と
は
、
郡
の
公
衆
衛
生
局
な
い
し
は
そ
の
他
の
責
任
あ

る
行
政
機
関
が
居
住
に
適
し
て
い
る
と
証
明
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
許

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
間
、
七
月

一
四
日
に
、
獣
医
の
デ
ィ
ー
・ダ
ブ
ユ
ー
・
シ
ュ
レ
ー

ダ
ー
医
師
が
、
コ

一
一匹
の
動
物
に
つ
い
て
の
一
年

一
〇
ヶ
月
間
に
及

ぶ
、
預
っ
て
食
事
を
与
え
た
こ
と
、
獣
医
サ
ー
ビ
ス
、
動
物
病
院
で
の

入
院
加
療
」
に
つ
き
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
財
産
に
対
し
て
一
八
、
〇
四
〇
・

七
〇
ド
ル
の
支
払
を
求
め
る
請
求
を
提
起
し
た
の
だ
っ
た
。
動
物

（す

べ
て
猫
）
の
数
の
変
動
は

一
二
匹
か
ら
二
匹
に
ま
で
及
び
、　
一
八
、
○

四
〇

・
七
〇
ド
ル
の
差
引
勘
定
は
、　
一
九
九
二
年
四
月
二
九
日

（こ
の

時
点
で
は
貸
借
勘
定
に
は
三

一
〇

・
二
〇
ド
ル
の
貸
越
し
が
あ
っ
た
）

か
ら
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
残
っ
て
い
る
動
物
の
全
て
を
始
末
し
た

一
九

つ
の
判
例

―
―
マ
ア
ブ
リ
イ
の
後
見
に
関
す
る
事
件
　
　
　
一二
五

一



法
政
研
究
三
巻
三
・
四
号

（
一
九
九
九
年
）

九
四
年
五
月
二

一
日
ま
で
の
間
に
急
激
に
増
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
最

終
的
な
差
引
勘
定
は
、
三

一
〇

・
二
〇
ド
ル
の
貸
越
し
な
ら
び
に
一
九

九
二
年
四
月
か
ら

一
九
九
四
年
六
月
の
間
に
貸
借
勘
定
に
お
い
て
支
払

わ
れ
た
二
、
七
〇
六

・
六
四
ド
ル
を
加
算
し
た
も
の
と
な
り
、
全
部
で

二
二
、
〇
五
七

ｏ
五
四
ド
ル
の
費
用
が
こ
の
一
三
ヶ
月
で
生
じ
た
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。

フ
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
裁
判
官
は
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
と
の
間
に
営
業
上
の

契
約
関
係
が
存
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
請
求
を
回
避
し
た
。
そ

の
結
果
、
本
請
求
の
担
当
は
フ
ラ
ン
ク
裁
判
官
に
移
さ
れ
た
。

正
式
事
実
審
理
を
経
な
い
で
な
さ
れ
る
判
決

（８
日
日
”
要

』●
置
‐

８
ｏ●
３
を
求
め
る
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
申
立
て
に
答
え
て
、
銀
行
は
完
全

な
財
産
後
見
人
と
し
て
、
初
め
に
契
約
を
締
結
す
る
能
力

↑
ｏ
日
窮
‥

お
Ｒ
Ｃ
を
マ
ア
ブ
リ
ィ
が
有
し
て
い
た
か
否
か
と
い
う
点
以
外
の
す
べ

て
の
争
点

（た
と
え
ば
、
請
求
の
合
理
性
、
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
、
請

求
金
額
の
有
効
性
な
ど
）
に
つ
き
争
う
権
利
を
放
棄
し
た
。
こ
の
銀
行

に
よ
る
放
棄
を
理
由
と
し
て
、
第

一
審
裁
判
所
は
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
能
力

に
関
す
る
争
点
を
除
い
て
正
式
事
実
審
理
を
経
な
い
で
判
決
を
下
す
こ

と
を
許
可
し
た
の
だ
っ
た
。
マ
ア
ブ
リ
ィ
が
能
力
を
有
し
て
い
た
か
と

い
う
争
点
に
つ
い
て
の
正
式
事
実
審
理
は

一
月
二
三
日
月
曜
日
に
設
定

二
五
二

さ
れ
、
鑑
定
人
は
一
月

一
日
ま
で
に
開
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
月
二
〇
日
金
曜
日
に
な
っ
て
初
め
て
、
銀
行
は
証
言
を
採
用
し
て

欲
し
い
鑑
定
人
に
つ
い
て
第

一
審
裁
判
所
と
訴
訟
代
理
人
に
通
知
し
、

当
該
鑑
定
人
の
証
言
録
取
の
延
期
を
申
し
立
て
た
。第

一
審
裁
判
所
は
、

証
言
は
開
示
期
限
違
反
に
よ
り
お
そ
ら
く
禁
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
言
っ

て
、
延
期
を
否
定
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
銀
行
と
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は

一
月

二
三
日
の
正
式
事
実
審
理
の
直
前
に
和
解

↑
ｏ言
げ
８
ｏ詳
）
に
達
し
た
の

で
あ
る
。
請
求
に
対
す
る
履
行
と
し
て
、
銀
行
は
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
自

宅
所
有
権
を
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
に
移
転
す
る
こ
と
、　
一
九
九
四
年
度
の
財

産
税
を
支
払
う
こ
と
、
一二
〇
日
以
内
に
自
宅
を
明
渡
す
こ
と
、
を
行
う
、

と
い
う
こ
と
に
つ
き
両
者
は
合
意
し
た
。
マ
ア
プ
リ
ィ
と
ロ
バ
ー

ツ
ィ
ー
ズ
の
異
議
申
立
て
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第

一
審
裁
判
所
は
、
こ

の
和
解
が
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
最
善
の
利
益
に
か
な
う
と
し
て
、
こ
の
和
解

を
承
認
し
た
。

マ
ア
プ
リ
ィ
の
自
宅
の
価
値
に
関
す
る
証
拠
は
何
も
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
訴
訟
代
理
人
は
、
二
つ
の
評
価
が
そ
の

価
値
を

一
八
、
○
○
○
ド
ル
と
二
〇
、
○
○
○
ド
ル
の
間
に
見
積
も
っ

て
い
る
、
と
述
べ
た
。
（フ
ロ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
裁
判
官
は
以
前
に
、
課
税
台

帳
に
は
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
自
宅
は
二
七
、
○
○
○
ド
ル
の
価
値
を
有
す



る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
、
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
）。
こ
の
二
つ
の
評
価

も
、
ま
た
そ
の
評
価
を
行
っ
た
者
に
よ
る
宣
誓
供
述
書
や
証
言
も
証
拠

と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
第

一
審
裁
判
所
は
、
マ
ア
ブ

リ
ィ
が
自
宅
に
住
ん
で
い
な
い
間
、
自
宅
は
金
銭
的
に
マ
ア
ブ
リ
ィ
の

財
産
を
消
耗
さ
せ
る
も
と
と
な
っ
て
い
る
、
と
述
べ
た
。

一
九
九
四
年
七
月
に
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー
ズ
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
一
九
九

五
年
二
月
に
銀
行
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
財
産
目
録
に
よ
れ
ば
、
マ
ア

ブ
リ
ィ
は
自
宅
以
外
に
、
八
〇
、
○
○
○
ド
ル
の
価
値
を
有
す
る
こ
と

に
つ
き
異
論
が
な
い
高
級
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む
、
お
よ
そ

一
〇
〇
、

○
○
○
ド
ル
の
価
値
を
も
つ
不
動
産
お
よ
び
動
産
を
所
有
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
は
月
二
、
五
二
四

・
九
五
ド
ル
、
年

二
〇
、
二
九
九

・
四
〇
ド
ル
の
総
収
入
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
月
二
二
日
に
銀
行
は

「財
産
後
見
人
に
よ
る
金
銭
貸
借
な
ら
び
に

動
産
売
買
の
申
立
」
を
提
出
し
た
。
銀
行
は
、
０
公
的
競
売
に
お
い
て

マ
ア
ブ
リ
ィ
の
動
産
を
売
却
す
る
こ
と
、
②
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
自
宅
明
渡

な
ど
に
か
か
る
費
用
支
払
の
た
め

一
〇
、
○
○
○
ド
ル
を
借
り
る
こ
と
、

の
許
可
を
求
め
た
。
後
者
の
許
可
請
求
に
に
つ
い
て
は
、
銀
行
は
マ
ア

プ
リ
ィ
の
財
産
収
入
に
よ
り
、
お
よ
そ
六
ヶ
月
以
内
に
借
金
を
返
す
こ

と
が
可
能
だ
と
見
積
も
っ
て
い
た
。
い
く
つ
か
の
他
の
申
立
と
な
ら
ん

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る
一

で
特
に
こ
の
申
立
に
関
す
る
審
理
に
お
い
て
、
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー
ズ
が
マ

ア
ブ
リ
ィ
の
財
産
に
対
し
て
代
金
を
請
求
せ
ず
に
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
自
宅

を
き
れ
い
に
掃
除
す
る
と
申
し
出
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
に
第

一
審
裁
判
所
は
、
和
解
上
の
合
意
に

お
い
て
最
終
期
限
が
三
〇
日
と
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
自
宅
明

渡
費
用
と
し
て
銀
行
が
二
、
五
〇
〇
ド
ル
を
借
り
る
こ
と
を
許
可
し
た

の
だ
っ
た
。

ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー
ズ
は
マ
ア
ブ
リ
ィ
を
プ
レ
イ
リ
ー

ス
テ
イ
ト

リ
ー

ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
連
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
マ
ア
ブ
リ
ィ
は
弁
護
士
の

ジ
ョ
ー
ジ

・
ボ
イ
ル
を
雇
い
、
承
認
見
直
し
の
申
立
を
提
起
し
た
「
マ

ア
ブ
リ
イ
は
、
０
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー
ズ
を
任
命
し
て
い
る
継
続
的
委
任
状

貧
日
３
【①
づ
ｏ
■
ｑ
Ｒ
詳
ざ
日
①じ

が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
銀

行
は
財
産
譲
渡
の
権
限
を
有
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
、

②
自
宅
以
外
に
も
利
用
で
き
た
は
ず
で
あ
る
財
産
が
存
在
し
て
い
た

し
、
自
分
は
自
宅
に
戻
り
た
い
と
い
う
意
思
を
有
し
て
い
た
、
０
獣
医

に
よ
る
請
求
金
額
の
有
効
性
の
審
査
が
な
さ
れ
ず
に
、
自
宅
の
譲
渡
を

承
認
し
た
の
は
誤
判
で
あ
っ
た
、
０
マ
イ
ヤ
ー
ズ
は
利
益
相
反

（８
甲

霞
ｏ
お
Ｒ

〓
け
『３
お
）
を
お
か
し
て
お
り
、
こ
れ
も
承
認
見
直
し
の
根

拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。

つ
の
判
例

―
―
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
後
見
に
関
す
る
事
件
　
　
　
一二
五
三
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二
月
六
日
の
審
理
で
、
フ
オ
ル
マ
ー
は
、
自
分
は
訴
訟
後
見
人
と
し

て
本
来
ど
ん
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
は
っ
き
り
分
か
っ
て

い
な
か
っ
た

（今
も
そ
う
で
あ
る
）
こ
と
を
認
め
た
。
か
れ
は
、
自
分

は
財
産
後
見
人
お
よ
び
身
上
後
見
人
の
裁
量
が
重
大
な
濫
用
に
至
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
だ
け
で
よ
い
、
と
信
じ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
か

れ
は
、　
一
月
二
三
日
の
審
理
の
時
点
で
あ
の
和
解
が
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
最

善
の
利
益
に
か
な
う
も
の
だ
と
は
信
じ
て
い
な
か
っ
た
、
し
か
し
、
和

解
の
決
定
が
恣
意
的
と
い
え
る
ほ
ど
限
度
を
超
え
て
い
る
と
は
信
じ
な

か
っ
た
の
で
異
議
を
の
べ
な
か
っ
た
、
と
言
っ
た
。

承
認
見
直
し
の
申
立
は
否
定
さ
れ
た
。
第

一
審
裁
判
所
は
、
当
該
委

任
状
は
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー
ズ
に
売
却
す
る
権
限
を
認
め
て
お
ら
ず
、
当
該

委
任
状
が
継
続
的
（Ｐ
『３
【ｃ
で
あ
る
か
ど
う
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
、

と
結
論
づ
け
て
最
初
の
根
拠
を
拒
否
し
た
。第
二
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、

第

一
審
裁
判
所
は
、
実
際
問
題
と
し
て
マ
ア
ブ
リ
ィ
が
結
果
的
に
家
に

戻
る
と
い
う
可
能
性
は
お
そ
ら
く
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
印
象
を
当
裁
判

所
は
も
っ
て
い
る
と
述
べ
、
「
こ
の
請
求
金
額
の
大
き
さ
か
ら
し
て
マ
ア

ブ
リ
ィ
の
月
々
の
収
入
で
そ
れ
を
支
払
う
の
は
無
理
だ
ろ
う
と
い
う
の

が
後
見
人
と
し
て
の

（銀
行
の
）
意
見
だ
っ
た
」
、
し
た
が
っ
て
、
高
級

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

二
五
四

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
た
と
え

「感
情
的
に
は
自
宅
を
手
放
し
た
く
な

い
」
と
い
う
点
を
考
慮
し
て
も
、
収
入
を
生
じ
さ
せ
る
高
級
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
よ
り
も
収
入
を
食
い
潰
し
て
い
る
自
宅
を
譲
渡
す
る
方
が
有
利

で
あ
る
、
と
言
っ
た
。
第
二
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
第

一
審
裁
判
所
は
、

「特
に
、
獣
医
に
対
す
る
債
務
の
額
や
債
務
の
適
切
性
を
問
題
と
せ
ず

に
、
単
に
あ
る
時
点
に
お
い
て
マ
ア
プ
リ
ィ
が
契
約
締
結
能
力
を
保
持

し
て
い
た
か
ど
う
か
を
問
題
に
す
る
、
正
式
事
実
審
理
を
経
な
い
判
決

で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
場
合
に
は
」
自
宅
譲
渡
の
決
定
は
適
切
で

あ
る
と
当
裁
判
所
は
依
然
と
し
て
信
じ
て
い
る
、
と
述
べ
た
。
マ
イ
ヤ
ー

ズ
が
利
益
相
反
を
お
か
し
て
い
た
と
主
張
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
、
第

一
審
裁
判
所
は
、訴
訟
後
見
人
が
付
い
て
い
た
の
だ
か
ら
、
マ
ア
ブ
リ
ィ

の
利
益
が
代
表
さ
れ
な
い
と
い
う
危
険
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
、

と
述
べ
た
。

こ
の
マ
イ
ヤ
ー
ズ
が
利
益
相
反
を
お
か
し
て
い
た
と
い
う
主
張
の
事

実
的
前
提
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
マ
イ
ヤ
ー
ズ
は
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
代

理
人
と
し
て
継
続
的
委
任
状

（き

３ヽ
お
ｏ
ｏ
■
Ｑ
Ｒ
”
詳
ｏ
日
①
じ

を
起

草
し
た
。
マ
イ
ヤ
ー
ズ
は
、
最
初
の
マ
ア
プ
リ
ィ
に
対
す
る
後
見
手
続

に
お
い
て
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー
ズ
を
代
理
し
た
。
マ
イ
ヤ
ー
ズ
は
、
（こ
の
和

解
は
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
最
善
の
利
益
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
）
銀



行
の
立
場
に
フ
ラ
ン
、
ゲ
ラ
ル
ド
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
が
直
接
反
対
し
た
和

解
の
た
め
の
協
議
を
含
む
、
そ
れ
に
引
き
続
く
全
て
の
訴
訟
手
続
に
お

い
て
銀
行
を
代
理
し
て
い
た
。
承
認
見
直
し
の
申
立
に
関
す
る
審
理
に

お
い
て
、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
は
銀
行
を
代
理
し
て
、
自
分
が
マ
ア
ブ
リ
ィ
の

代
理
人
と
し
て
起
草
し
た
継
続
的
委
任
状

（き
『３
げ

づ
ｏ
■
Ｒ
　
ｏ
出

”
諄
ｏ
日
ｑ
）
の
効
力
は
マ
ア
ブ
リ
ィ
が
無
能
力
で
あ
る
と
喧
告
さ
れ
た

貧
８
】ミ
ｏ
●
８
８
日
り
０け８
Ｃ
時
点
で
消
滅
し
た

（お
日
Ｌ
●
”
一ｏ
ｅ
、
と

主
張
し
た
が
、
こ
の
立
場
は
ま
た
も
や
マ
ア
ブ
リ
ィ
と
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー

ズ
の
立
場
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
マ
イ
ヤ
■

ズ
は
、
（銀
行
が

一
時
的
財
産
後
見
人
（け
日
づ
Ｒ
鶴
壼
習
ミ
鮎
中”
●
Ｒ

，
ｏ

ｏ諄
”
けこ

に
選
任
さ
れ
た
六
月
二
四
日
の
審
理
に
言
及
し
て
）
「あ
の
時

点
か
ら
今
ま
で
、
私
は

一
時
的
後
見
人
と
し
て
の
銀
行
を
代
理
し
て
き

て
お
り
、
ま
た
、
私
は
ジ
ェ
リ
ィ

（原
文
の
ま
ま
）
・
ロ
バ
ー
ツ
と
フ
ラ

ン
・
ロ
バ
ー
ツ
を
、
個
人
的
に
、
し
か
し
、
そ
の
と
き
ま
で
か
れ
ら
が

務
め
て
き
た

一
時
的
身
上
後
見
人
と
し
て
、
代
理
し
て
い
る
」
と
言
っ

て
い
る
。
マ
イ
ヤ
ー
ズ
は
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー
ズ
が
身
を
引
い
て
く
れ
と
要

求
し
た
一
九
九
五
年
二
月

一
五
日
ま
で
、
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー
ズ
を
代
理
す

る
こ
と
か
ら
身
を
引
か
な
か
っ
た
。
マ
イ
ヤ
ー
ズ
が
マ
ア
ブ
リ
ィ
を
代

理
す
る
こ
と
か
ら
実
際
に
身
を
引
い
た
と
い
う
証
拠
は
全
く
存
在
し
て

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る
一

Ｉ
　
当
事
者
適
格

シ
ュ
レ
ー
ダ
ト
は
、
一
九
七
五
年
遺
産
管
理
法

一
一
ａ
ｌ

一
八
条
（遺

産
管
理
法
）
貧
８
【ｒ
ｏ
∽
く
口
讐
“
（ｏ
条
（ョ
８
け
８
８
と

は
訴
訟
全

体
に
お
い
て
被
後
見
人
を
代
理
す
る
こ
と
を
財
産
後
見
人
の
責
任
と
し

て
い
る
と
述
べ
て
、
マ
ア
プ
リ
ィ
が
自
分
自
身
で
上
訴
す
る
能
力
を
有

し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
を
最
初
の
争
点
と
し
て
提
起
し
て
い
る
。

当
裁
判
所
は
、
承
認
見
直
し
の
申
立
に
関
す
る
審
理
に
お
い
て
異
議
を

提
起
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
す
で
に
こ
の
争

点
を
放
棄
し
て
い
る
、
と
判
断
す
る
。
第

一
審
裁
判
所
は
記
録
に
基
い

て
、
訴
訟
後
見
人
と
は
別
に
マ
ア
ブ
リ
ィ
個
人
の
弁
護
士
と
し
て
ボ
イ

ル
が
出
廷
す
る
予
定
で
あ
る
と
述
べ
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
か
ら
の
異
議
も

な
く
、
そ
れ
を
承
認
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
代
理

人
と
し
て
行
動
す
る
権
限
が
ボ
イ
ル
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ク
ツ
チ
ン
ズ
の
財
産
に
関
す
る
事
件

〔Ｆ

お

田
ぽ
ご
お

ｏ
ヽ
【
●
け多
【房
ヽ

い
０
０　
Ｈ中ｒ
ｒヽ●
●
・ω
０
０
卜
Ｐ
・０
卜
０
日ヽ
Ｎ
Ｏ　
Ｈ】ド
Ｈ）０
０
。い
Ｈ卜
・【
Ｈ
『
・釧
Ｎ
ω　
り

，
日Ｆ
Ｎ
一
　
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
。

８
８
（８
田
）〕
を
参
照
。

当
事
者
適
格
の
欠
如
は
積
極
的
防
御
方
法
で
あ
り
、
事
実
審
裁
判
所

つ
の
判
例

―
―
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
後
見
に
関
す
る
事
件
　
　
　
一二
五
五

い

な、
い



法
政
研
究
三
巻
三
・
四
号

（
一
九
九
九
年
）

の
段

‐階
で
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
放
棄
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ア

対

イ
リ
ノ
イ
住
宅
団
地
公
社
事
件

〔〇
お
ｑ
　
く
。日
【●
ｏ
お
　
口
ｏ
易
ゴ
四

∪
ｏく
２
ｏ
■
３
Ｑ
詳

＞
豊
旨
ｏ
ユ
けメ
ＨＮ
Ｎ
口
】ヽ
ヽ
さＯ
Ｎ
釧ｏＰ
【Ｎ
ｏ
冒
ｒ
∪
ｏ
ｏ
。釧ω
Ｆ

ｕ紹
・釧
置

Ｚ
・同
・い
０
一
２
・ｕＳ
（じ
〓
）〕
を
参
照
。
上
訴
へ
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー

の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
こ
の
阻
止
事
由
は
、
争
点
を
判
断
す
る
た
め

に
必
要
な
事
実
的
な
根
拠
が
記
録
に
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
被
上
訴
人
は

上
訴
に
お
い
て
初
め
て
争
点
を
提
起
し
て
も
よ
い
と
い
う
準
則
に
よ
っ

て
も
な
く
な
ら
な
い
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
下
級
審
の
手
続
で
異
議
を
述

べ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
下
級
審
の
記
録
に
は
事
実
審
裁
判
所
が
申
立

て
を
マ
ア
ブ
リ
ィ
が
自
分
自
身
で
提
起
」
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ
た

の
か
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
「訴
訟
後
見
人

（８
凛
や
【ｏ●
ｅ
」
と
し
て
弁
護

士
が
提
起
し
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ
た
の
か
、
後
者
の
可
能
性
も
あ

る
が
、
手
が
か
り
に
な
る
も
の
が
残
さ
れ
て
い
な
い
。
鋼ヽ
Ｈｒ
ｏ
∽
く
目
”

占
只
ｅ
条
（ヨ
３
け
３
×
）。
か
く
し
て
、
当
裁
判
所
は
、
本
上
訴
の
実
体

的
事
項
の
審
理
へ
と
進
む
こ
と
と
す
る
。

Ⅱ
　
委
任
状

（り
ｏ
Ｊ
劇
”
ｏ
『
＞
↓
↓
〇
”
Ｚ
国
く
）

マ
ア
ブ
リ
ィ
は
ロ
バ
ー
ツ
イ
ー
ズ
を
任
意
後
見
人

（”
”
①ｏ
お
）
に
任

命
す
る
委
任
状

Ｃ
ｏ
ｌ
ｑ
Ｒ
”
諄
ｑ
澪
じ

を

一
九
九

一
年
に
作
成
し
て

二
五
六

い
る
。
彼
女
は
、
０
こ
の
委
任
状
は
継
続
的
な
も
の

貧
長
”
び
】Ｃ

で
あ

り
、
い
か
な
る
無
能
力
認
定

６
●
ヽ
品̈

Ｒ
い８
８
８
８
８
ｏじ

に
よ
っ

て
も
消
滅
し
な
い
、
②
こ
の
委
任
状
は
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー
ズ
に
不
動
産
を

売
却
し
譲
渡
す
る
権
利
を
留
保
し
て
い
る
、
０
こ
の
委
任
状
は
裁
判
所

の
命
令
に
よ
っ
て
決
し
て
覆
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
０
財
産
後
見
人
と
し
て
の
銀
行
は
マ
ア
プ
リ
ィ
の
い
か
な
る

不
動
産
を
譲
渡
す
る
権
限
を
も
有
し
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
や
マ
ア
ブ

リ
ィ
の
自
宅
を
譲
渡
す
る
権
限
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
主
張
す
る
。

他
方
で
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
、
０
委
任
状
に
は
、
い
つ
か
後
見
人
が
必

要
と
な
っ
た
時
に
は
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー
ズ
が
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
身
上
後
見
人

と
財
産
後
見
人
の
両
方
又
は
一
方

舎習
ミ
０
す
お

Ｒ
，

①
り
ｏ■８
●
“
●
０
＼

Ｒ

Ｒ
諄
ｏ
８
ご
お
）
に
任
命
さ
れ
る
と
い
う
指
示
が
含
ま
れ
て
い
た
の

だ
か
ら
、
後
見
人
が
任
命
さ
れ
た
時
に
は
委
任
状
の
効
力
は
消
滅
す
る

と
い
う
意
思
が
存
在
し
て
い
た
、
②
最
初
の
審
理
に
お
け
る
マ
ア
ブ

リ
ィ
の
供
述
は
委
任
状
の
有
効
な
撤
回
と
な
っ
て
い
た
、
６
不
動
産
売

却
権
限
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
委
任
状
に
よ
っ
て
当
該

権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
、
銀
行
は
裁
判
所
が
承
認
す
れ
ば
、
不
動
産
を
譲
渡
す
る
権
限

を
有
し
て
い
た
、
０
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
後
見
人
と
善
意
で

（〓

ｍ
ｏ
ｏ
魚



Ｆ
】，
）
取
り
引
き
し
た
の
だ
っ
た
、
と
主
張
し
て
い
る
。

委
任
状
は
、
死
亡
以
前
の
消
滅
日
時
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除

い
て
は
、
本
人
が
死
亡
す
る
ま
で
効
力
を
有
す
る
。
ぶ
Ｏ
Ｈｒ
ｏ
∽
ら
ヽ
占

条
（■
８
一
８
程
）
。
身
上
後
見
人
ま
た
は
財
産
後
見
人
は
、
任
意
後
見

Ｃ
ｍ
ｏ●
ｏじ

の
下
に
あ
る
本
人
の
権
限
を
行
使
す
る
よ
う
に
明
示
的
に

命
じ
る
裁
判
所
の
命
令
が
な
い
限
り
は
、
任
意
後
見
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
財
産
に
関
す
る
権
限
を
有
し
な
い
。
ぶ
９　
Ｈｒ
ｏ
∽
　
卜
０＼
Ｙ
８
条

Ｏ
Ｆ
峰
Ｅ
Ｘ
）。
し
た
が
っ
て
、
委
任
状
が
ロ
バ
ー
ツ
ィ
ー
ズ
に
不
動
産

を
売
却
し
譲
渡
す
る
権
限
を
与
え
て
お
り
、
無
能
力
宣
告

貧
①ｏ
Ｈ鶴
甲

Ｌ
ｏ
●
Ｒ

』８
ｏ
８
づ
０
一０●
８
）
に
よ
っ
て
消
滅
し
な
い
な
ら
ば
、
銀
行
は

マ
ア
プ
リ
ィ
の
自
宅
を
譲
渡
す
る
権
限
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

り
、
和
解
は
取
り
消
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

委
任
状
は
、
第

一
審
裁
判
所
が
正
当
に
認
め
た
よ
う
に
、
不
動
産
売

却
権
限
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
主
張
は
失

当
で
あ
る
。
委
任
状
は
、
「０
私
の
不
動
産
を
管
理
し
賃
貸
し
、
そ
こ
か

ら
上
が
る
賃
料
を
取
立
て
、
不
動
産
所
有
者
が
支
払
う
通
常
費
用
お
よ

び
慣
習
的
費
用
を
支
払
う
こ
と
、
お
よ
び
、
０

一
般
に
、
本
委
任
状
の

前
記
特
定
事
項
に
お
け
る
、
あ
る
い
は
、
関
す
る
、
私
が
直
接
そ
の
場

に
い
れ
ば
私
自
身
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
限
り
で
の
、
そ
の
他
の
あ
ら

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る
一

ゆ
る
す
べ
て
の
行
為
、
事
柄
、
物
事
を
、
事
実
上
、
行
う
こ
と
」
の
権

限
を
与
え
て
い
る
。

第

一
項
は
、
不
動
産
に
関
す
る
権
限
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
唯

一
の

条
項
だ
が
、
売
却
な
い
し
は
譲
渡
権
限
に
つ
い
て
は
ど
こ
に
も
触
れ
て

い
な
い
。
マ
ア
ブ
リ
ィ
は
不
動
産
に
関
す
る

一
定
の
権
限
を
は
っ
き
り

限
定
し
て

（Ｂ
８
目
ｏ
”
】】じ

挙
げ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
権
限
は
権
限

一
覧
に
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
第
七
項
は
、
本
人
が
直
接
そ
の
場
に
い
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
る

「そ
の
他
の
す
べ
て
の
行
為
、
事
柄
、
物
事
」
を
行
う
権
限
を
与
え
て

い
る
。
マ
ア
ブ
リ
ィ
は
、
こ
の
文
言
は
、
第

一
項
で
与
え
ら
れ
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
不
動
産
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
限
を
与
え
て
い
る
よ

う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
当
裁
判
所
は
こ
の
見

解
に
反
対
す
る
。制
定
法
上
認
め
ら
れ
た
簡
略
な
委
任
状
の
書
式
δ
け”
サ

舞
ｏ
晏

詈
ユ

♂
目

８
澤

８

ど
き

日
と

に
お
い
て
は
、
７

の
他

の
す
べ
て
の
、
財
産
に
関
す
る
権
限
お
よ
び
取
引
」
に
関
す
る
権
限
の

授
与
は
、
同

一
文
書
内
で
本
人
が
す
で
に
明
示
的
に
制
限
し
て
い
る
範

疇
を
再
び
拡
張
す
る
よ
う
に
は
作
用
し
な
い
の
で
あ
る
。
胡
ｏ
　
Ｈｒ
ｏ
∽

卜
く
∵
Ａ
３
条
（■
８
け
３
Ｘ
）
。
し
た
が
っ
て
、
包
括
条
項
は
、
そ
う
す

る
べ
き
だ
と
い
う
本
人
の
意
図
に
関
す
る
明
確
な
証
拠
が
な
い
限
り
、

つ
の
判
例

―
―
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
後
見
に
関
す
る
事
件
　
　
　
一二
五
七
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は
っ
き
り
限
定
し
て
制
限
さ
れ
た
権
限
を
広
げ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ

る
。
当
裁
判
所
に
は
そ
の
よ
う
な
証
拠
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
売
却

す
る
権
限
は
委
任
状
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、

当
該
権
限
は
完
全
な
財
産
後
見
人
で
あ
る
銀
行
に
移
転
し
た
の
で
あ

′つ
。

Ⅲ
　
最
善
の
利
益

（”
ｕ
∽
↓
ＨＺ
↓
口
ｇ
∽
↓
９

さ
ら
に
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
は
、
和
解
は
彼
女
の
最
善
の
利
益
に
か
な
う

と
判
断
し
た
点
で
事
実
審
裁
判
所
が
誤
判
を
お
か
し
た
、
と
主
張
し
て

い
る
。
マ
ア
ブ
リ
ィ
は
、
①
事
実
審
裁
判
所
は
、
自
分
が
自
宅
に
戻
る

こ
と
は
決
し
て
な
い
だ
ろ
う
、
と
誤
っ
て
信
じ
た
こ
と
に
あ
る
程
度
ま

で
基
い
て
判
決
を
下
し
た
、
②
自
分
は
自
宅
に
情
緒
的
な
愛
着
を
も
っ

て
い
る
し
、
請
求
支
払
に
当
て
う
る
他
の
財
産
が
存
在
し
た
、
０
自
宅

の
価
値
に
つ
い
て
不
十
分
な
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
矛
盾
す
る
証

拠
が
出
さ
れ
た
、
０
和
解
の
有
効
性
な
い
し
は
合
理
性
に
つ
い
て
裁
判

所
が
調
査
す
る
こ
と
な
く
和
解
を
承
認
し
た
の
は
、
裁
判
所
の
誤
判
で

あ
る
、
０
マ
イ
ヤ
ー
ズ
側
に
お
け
る
利
益
相
反
の
存
在
と
訴
訟
後
見
人

の
助
力
が
効
果
的
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
破
棄
が
要
請
さ
れ
る
、
と

主
張
し
て
い
る
。

三
五
八

後
見
人
が
、
適
当
な
状
況
に
お
い
て
、
被
後
見
人
の
訴
訟
を
和
解
す

る
ｔ
と
は
容
認
さ
れ
る
。
『８
Ｈｒ
ｏ
∽
く
じ
占
条
、
日
【Ｔ
〓
↑
）条
（ヨ
①峰

Ｈ８
じ
を
参
照
。
し
か
し
な
が
ら
、
和
解
が
発
効
す
る
前
に
、
裁
判
所
が

和
解
を
被
後
見
人
の
最
善
の
利
益
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
と
し
て
承
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
調
ｏ
Ｈｒ
ｏ
∽
く
ロ
ー
，〓
↑
）条
Ｑ
く
ｏ諄
８
Ｒ
）、

オ
ッ
ト

対

メ
ア
リ
ー
病
院
リ
ト
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
事
件

〔ｏ
洋
く
。目
澪
Ｆ

Ｏ
ｏ
，ｏ
喘
ソ
ｎ”
【Ч
口
Ｏ
ｏり
い一”
Ｆ
Ｎ
『ω　
Ｈ【ｒ
ｒゝ●
●
・ω
Ｏ
口
Ｏω
いヽヽ
∞
Ｎヽ
日Ｏ　
Ｈ】Ｆ
日）００
・ＮＯ

，

鍵
・０錮

Ｚ
ｂ
。Ｎヽ

８
望

日ヽ８
只
８
８
）〕
（裁
判
所
は
未
成
年
者
の
訴
訟
の

和
解
を
最
善
の
利
益
に
か
な
う
も
の
と
し
て
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
）、
ジ
ン
マ
ー
マ
ン

対

ス
コ
ウ
キ
ー
の
村
事
件

Ｒ
ゴ
ロ
Ｒ
日

，
●
メ

く
いいいい面
ｏ
ｏ
ｈ
∽
Ｆ
ｏ
Ｆ
ｐ̈
Ｈ『ト
ロ
【Ь
も

，
い
０
日ｏ
ｏ
日卜
ｏ
ｏ
Ｐ
ＨＮ
ト
ロ
【・Ｕ
ｏ
ｏ
。ｏ
ＨＰ

ｏに

切ヽ器

Ｚ
ｂ

，い
０
３
ｏ
８ヽ
只
８
８
こ

（裁
判
所
は
障
害
者
の
利
益
を
、

未
成
年
者
の
利
益
を
保
護
す
る
の
と
全
く
同
様
に
、
保
護
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
）、
バ
ー
ガ
ー
の
財
産
に
関
す
る
事
件

〔Ｆ

ｏヽ
日
∽け“
け

ｏ
「

服

出
①
『。Ｈ８

〓
卜
暑

・〓

８
卜
輌
）いＯ
ｏ
釧
い【
葛

日
・∪
①
ｏ
・ω
ω
Ｏ
・ω
卜
０

，ｕ
Ｓ

Ｚ
・ロ

Ｎ
ヽ
ｏ
８

３ヽ
尺
８
鶴
）
〕
翁
裁
判
所
は
『被
後
見
人
の
財
産
に
変
更
を
加
え

る
行
為
を
勝
手
き
ま
ま
な
い
し
は
不
必
要
に
』
行
っ
て
は
な
ら
な
い
の

で
あ
っ
て
、
『そ
れ
と
は
正
反
対
に
、
被
後
見
人
の
た
め
に
、
被
後
見
人

が
回
復
し
た
と
き
に
、
自
分
の
財
産
が
自
分
が
残
し
て
い
っ
た
時
と
で



き
る
限
り
同
じ
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
注
意
す

る
の
で
あ
る
。』
ル
イ
ス

対

ヒ
ル
事
件

〔〒
当
お
く
。国
〓
（３
ミ
），８
Ｎ

日
。
釧
島
。いぶ

８ヽ

Ｚ
ｂ
・Ｎ
●
８
二
・３
昌
・ピ
）
、
を
参
照
。
裁
判
所
の
役
割

は
、
通
常
の
裁
判
上
の
和
解

（８
３
ｏ詳

ヽ
８
『８
）
が
申
立
て
ら
れ
て

い
る
と
き
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
被
後
見
人
の
和
解
を
承
認
す
る
こ
と

は
単
に
両
当
事
者
の
合
意
を
記
録
す
る
こ
と
以
上
の
こ
と
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
裁
判
所
は
当
該
和
解
が
被
後
見
人
の
最
善
の
利
益
に
か
な
う

と
い
う
司
法
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
要
件
は

「被
後
見
人
に
さ
ら
な
る
保
護
を
与
え
る
た
め
に
、
後
見
人
の
個
人
的

な
裁
量
に
代
え
て
裁
判
所
の
判
断
を
用
い
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で

あ
る
」。
バ
ー
ト
ン

対

エ
ス
ト
ラ
ダ
事
件

〔”
鷺
ｏ
●
く
。同
りけ譴
Ｑ
“
・だ
０

Ｈ■
＞
づ
や
い０
０
ｏ
ｕ
・０
『
ｏ

，ＨＯω
目
ｒ
∪
ｏｏ
，Ｎ
ωω

，Ｎ卜
Ｆ
０
０
Ｈ
Ｚ
・Ｕ
。Ｎ口
Ｎ
ｕ♪
ＮＯ
Ｎ

貧
８
９
〕
。
こ
の
裁
判
所
の
役
割
は
受
動
的
な
も
の
で
は
な
く
、
訴
訟
後

見
人
、
財
産
な
い
し
は
身
上
後
見
人
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
者
の
勧
め

る
こ
と
を
裁
判
所
が
さ
ら
に
調
査
す
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
る
だ
け
で

は
決
し
て
十
分
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
審
裁
判
所
は
、
「無
能
力
者

の
財
産
を
注
意
深
く
守
り
、
無
能
力
者
を
法
の
目
か
ら
見
て
恵
ま
れ
た

者
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
自
ら
の
被
後
見
人
と
し
て
無
能

力
者
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
バ
ー
ガ
ー
事
件
〔厠
Ｑ
”
①『・
８
ｏ

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る
一

【Ｆ
＞
り
や
ω
鮎
”
け
Ｈ
Ｏ
釧
釧
日ヽ
日『
Ｈ■
∪
ｏ
ｏ
●
け
ω
卜
Ｐ
Ｏ
Ｎ
ｏ
Ｚ
。日
・Ｎ
Ｑ

，
一
〇
０
こ
。

当
裁
判
所
に
現
在
提
出
さ
れ
て
い
る
記
録
に
よ
れ
ば
、
本
件
和
解

♂
ｏ
〓
０
日
８
じ

は
適
切
で
あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
遺
産
管
理
法

■
■３

，
一ｏ
＞
ｏ
け）
第

一
一
ａ
編
（成
年
障
害
者
の
た
め
の
後
見
人
）
（成

年
障
害
者
法
）
雪
８
　
Ｈｒ
ｏ
∽
　
ｕ
＞
ｒ
占
条
乃
至
く
日

，
占
Ｎ
条
（ヨ
①
諄

じ
Ｒ
Ｘ

一
九
九
五
年
八
月
二
〇
日
よ
り
施
行
の

一
般
法
律
八
九
―
二
九

六
、

一
五

節

に

よ

り

改

正
）
（８
８

目
Ｆ

こ

一３

ｏ
ａ
麓

椰

ω
∞
〓

（■
ｏ
絡
）
こ
の
根
底
に
あ
る
哲
学
は
、
障
害
者
が
世
話
を
必
要
と
す
る
と

き
に
は
、
「当
該
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
手
段
の
う
ち
最
も
制
限
的
で
な

い
選
択
肢

（，
①
【①
”
諄

３ヽ
け『【ｏ
け】お

”
】８
日
”
Ｌ
お
）
に
服
す
る
べ
き
で

あ
る
」
〔デ
ィ
ー
・ジ

ョ
ス
ト
著

「
一
九
七
八
年
お
よ
び

一
九
七
九
年
の

イ
リ
ノ
イ
州
成
年
障
害
者
後
見
立
法
―
熱
心
な
保
護
者
か
ら
の
障
害
者

の
保
護
」
（口
『
ｏ
降
―
、Ｆ
①
日
【●
ｏ
お

ｏ
●
ミ
Ｒ
留
藝
号

ど
『
∪
８̈
ぴ
】①
０

＞
０
●
〓
あ
ｒ
ｏ
崚
∽̈【“
け̈
ｏ
Ｄ
Ｏ
」
Ｈ
Ｏ
∞ヽ
”
●
０
い
０
「
０
¨
”
『〇
一Ｏ
ｏ
けいい
”
一澤
ＦＯ
Ｈ
〓
０●
・

ぴ
【①
Ｏ
　
」「ｏ
Ｒ
Ｆ　
Ｌ
只
出
【　
Ｎ
ｏ
”
】Ｏ
‘
∽　
句
【Ｑ
麻
ｗｏ
けＯ
Ｈｏ，い０　
一０

，
い●
囚
げ
●
”　
ｒ
・”
げ
く
。

８
鶏
・Ｈ８
貫
８
８
））
（以
下
、
ジ
ョ
ス
ト
と
記
す
こ

と
い
う
も
の
で
あ

る
。
遺
産
管
理
法
は
、
被
後
見
人
の
動
産
譲
渡
を
不
動
産
譲
渡
と
は
別

に
取
り
扱
っ
て
お
り

〔胡
ｏ
Ｈｒ
Ｏ
∽
く
ＨΥ
Ｎ条
（ヨ
①降
８
程
）
（被
後
見

人
の

「最
善
の
利
益
」
に
か
な
う
と
き
は
、
裁
判
所
は
動
産
取
引
を
承

つ
の
判
例

―
―
マ
ア
プ
リ
ィ
の
後
見
に
関
す
る
事
件
　
　
　
一二
五
九
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認
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
と
ぶ
一
Ｈｒ
ｏ
∽
く
Ｎ
？
∞条
（ヨ
８
け
８
程
Ｘ
支

援

・
教
育
や
債
務
支
払
や
再
投
資
の
た
め
に

「必
要
な
い
し
は
得
策

↑
Ｘ
ｕ
①
ヽ
①̈●
じ
で
あ
る
」
場
合
に
限
っ
て
、
裁
判
所
は
不
動
産
取
引
を

承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
を
比
較
さ
れ
た
い
〕、　
一
般
に
被
後
見
人
の

不
動
産
譲
渡
は
敬
遠
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
当
裁
判
所
は
、
裁
判
所
が

不
動
産
譲
渡
を
承
認
で
き
る
の
は
被
後
見
人
の
動
産
を
使
い
尽
く
し
た

後
に
限
る
、
と
ま
で
判
示
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
被
後
見
人
の
自
宅

譲
渡
は
ま
ず
第

一
に
考
慮
さ
れ
る
選
択
肢
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

制
定
法
は
、
被
後
見
人
の
最
善
の
利
益
に
関
し
て
裁
判
所
の
判
決
の

中
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
要
件

貧
”
２
Ｒ
３

の
す
べ
て
を
特
定
し
て

は
い
な
い
が
、
財
産
上
の
影
響

貧
●
”
●
ｏ
一ユ
い日
ｕ

，
ｏＣ
は
考
慮
す
べ
き

適
切
な
要
件
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の
変
数
も
ま
た
考

慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
実
審
裁
判
所
が
認
め
た
よ
う
に
、
「私

の
家
族
の
ア
ル
バ
ム
を
売
れ
ば
、
私
は

一
〇
ド
ル
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
私
の
家
族
の
ア
ル
バ
ム
は
私
に
と
っ

て
は

一
〇
ド
ル
以
上
の
価
値
が
あ
る
も
の
な
の
で
す
」。
子
ど
も
の
監
護

の
文
脈
に
お
い
て
、
こ
の
裁
判
所
は
、
被
後
見
人
が
十
分
に
成
熟
し
で

い
る
場
合
に
は
、
子
ど
も
の
希
望

（■
３
ｏ３

は
、
裁
判
所
を
拘
束
す

る
こ
と
は
な
い
が
、
「考
慮
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
要
素
」
と
な
る
で
あ
ろ

三
六
〇

う
、
と
判
示
し
て
い
る
。
ア
パ
ー
ソ
ン
の
婚
姻
に
関
す
る
事
件

雷
●
お

〓
，
電
Ｆ
ｍ
ｏ
ｏ
』
≫
ｏ
り
①お
ｏ
Ｆ
Ｎ
ＨＯ
日■
＞
ｕ
●
・ωＯ
ω
『∞
・ω
∞♪
Ｈ９∞
Ｈ一一・Ｕ
０９

∞Ｒ

∞ヽ８
ヽ
ｏＮ

Ｚ
詢
・Ｎら
に
瑠
。に
日
０
３
じ
〕。
こ
の
子
ど
も
の
場
合
と

同
じ
準
則
が
被
後
見
人
が
成
年
障
害
者
で
あ
る
場
合
に
も
適
用
さ
れ

る
、
と
当
裁
判
所
は
考
え
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
身
上
後
見
人
に
よ
る
情
報
提
供

含
む
簿
　
ｏ
ｈ

Ｌ
お

り
①『８
●
”
【
咀
日
ａ

”̈
じ
に
も
、
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
し
か
に
第

一
審
裁
判
所
は
身
上
後
見
人
に
和
解
に
対
し
て
異
議
を
述

べ
る
こ
と
を
許
し
た
が
、
そ
れ
は
す
で
に
第

一
審
裁
判
所
が
当
該
和
解

を
承
認
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
立
法
府

は
成
年
障
害
者
の
た
め
に
異
な
っ
た
責
任
を
負
う
二
つ
の
別
の
種
類
の

後
見
人
を
創
設
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
財
産
後
見

人
は
被
後
見
人
の
訴
訟
を
行
う
こ
と
を
託
さ
れ
て
い
る
が
、　
一
般
に
財

産
後
見
人
の
責
任
は
被
後
見
人
の
財
産
維
持
に
向
い
が
ち
で
あ
り
、
被

後
見
人
の
快
適
さ
や
自
律

♂
ｏ
甲
お
【̈
”
●
８
）
や
独
立
に
向
け
ら
れ
て
は

い
な
い
。
調
０
日Ｆ
Ｏ
∽
く
〓
Ｔ
民
条
、
〓
Ｔ
〓
条
（■
８
け
【ｏ
Ｒ
）
を
参
照
。

後
者
の
利
益
は
そ
の
保
護
の
た
め
に
別
の
後
見
人
を
付
す
る
に
値
す

る
、
と
立
法
府
は
判
断
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
当
裁
判
所
は
、
提
案
さ

れ
て
い
る
和
解
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
は
裁
判
所
は
前
者
同
様
に
後



者
の
利
益
に
も
注
意
深
い
考
慮
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
信
じ
る
も

の
で
あ
る
。

仮
に
本
件
訴
訟
を
和
解
に
よ
っ
て
解
決
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
考

え
た
と
し
て
も
、
自
宅
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
債
務
支
払
の
た
め
の
唯

一

の
選
択
肢
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
現
に
和
解
の
審
理
後

一
ヶ
月
も

た
た
な
い
う
ち
に
、
銀
行
は
金
銭
を
借
り
入
れ
動
産
を
売
却
す
る
申
立

て
を
提
起
し
て
お
り
、
そ
の
申
立
て
の
中
で
銀
行
は
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
の

財
産
か
ら
生
じ
る
収
入
で
一
〇
、
○
○
○
ド
ル
の
借
入
を
六
ヶ
月
以
内

に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
、
と
断
言
し
て
い
る
。
銀
行
に
よ
っ
て
提
出

さ
れ
た
財
産
目
録
に
は
、
容
易
に
換
金
で
き
た
で
あ
ろ
う
七
、
四
七
五

ド
ル
相
当
の
株
式
が
含
ま
れ
て
い
た
。
八
〇
、
○
○
○
ド
ル
の
価
値
を

有
す
る
こ
と
に
つ
き
異
論
が
な
い
高
級
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
抵
当
権
を

設
定
し
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
だ
。
最
後
に
、
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
自
宅
が
金

銭
的
に
マ
ア
プ
リ
ィ
の
財
産
を
消
耗
さ
せ
る
も
と
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
事
実
を
考
慮
に
入
れ
た
こ
と
は
全
く
妥
当
で
あ
っ
た
が
、
マ
ア
ブ

リ
ィ
は
ど
こ
か
に
住
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ

の
手
紙
が
結
果
的
に
そ
う
す
べ
き
だ
と
示
唆
す
る
よ
う
に
、
マ
ア
ブ

リ
ィ
が
自
分
自
身
で
生
活
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
場
合
に
は
、
マ
ア
ブ

リ
イ
は
新
し
く
自
宅
を
買
う
か
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
賃
借
し
続
け
る
か
し

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る
一

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
や
は
リ
マ
ア
ブ
リ
ィ
の

財
産
か
ら
の
出
費
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
ら
に
当
裁
判
所
は
、
そ
も
そ
も
和
解
が
適
切
で
あ
っ
た
の
か
に
つ

い
て
重
大
な
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。
事
実
審
裁
判
所
は
、
獣
医
の
サ
ー

ビ
ス
が
合
理
的
で
慣
習
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
き
事

実
に
関
す
る
争
点
が
存
続
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
が
、
財
産
後
見
人

が
当
該
争
点
に
つ
き

「容
認
」
な
い
し
は
異
議
申
立
権
の
放
棄
を
し
た

の
で
、
当
該
争
点
に
つ
い
て
正
式
事
実
審
理
を
経
な
い
で
な
さ
れ
る
判

決
を
許
可
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
不
適
切
で
あ
る
。
財
産
管

理
人
な
い
し
は
後
見
人
は
被
後
見
人
の
い
か
な
る
権
利
を
も
放
棄
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ー
ン
ブ
ラ
ン
ク

対

メ
ロ
ッ
ト
事

件

〔Ｆ
Ｅ
テ
［”
●
ｏ
メ
〓
ｏ
】【ｏ
Ｆ
Ы
Ｎ
〓
・＞
り
ｏ
・ω
０
８
Ｈヽ
曽
日・８
釧
〓
Ｕ
８
・

８ヽ
・ヽ
馬
・ｏＲ

Ｚ
・ｕ
・Ｎ
Ｑ
０
８
い０葛
貧
８
じ
〕、
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ

対

カ
ー

テ
ィ
ス
事
件

９
Ｆ
ｏ一８
Ｆ
日
中
メ
ｏ
●
諄
デ
認
目
ｒ
＞
づ
り
。ω
Ｏ
褐

８ヽ
Ｐ・田
日
・

∪
８
。「田
。ミぶ
・ω
場
Ｚ
ｂ
。Ｎヽ

８
３ヽ
貧
８
９
〕。
こ
の
点
に
つ
い
て
正
式
事

実
審
理
を
経
な
い
で
な
さ
れ
る
判
決
を
許
可
し
た
こ
と
に
よ
り
、
裁
判

所
は
正
式
事
実
審
理
を
経
な
い
で
な
さ
れ
る
判
決
が
被
後
見
人
の
最
善

の
利
益
に
か
な
う
と
黙
示
的
に
判
示
し
た
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
い
か

な
る
主
張
も
請
求
の
実
体
を
欠
い
て
い
る
。
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
事
件

つ
の
判
例

―
―
マ
ア
プ
リ
ィ
の
後
見
に
関
す
る
事
件
　
　
　
一一一六
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〔〓
３
嗜
ｏ
】”
ヨ
ミ
∞
Ｈ】】卜
●
●
・〓

障

８
７
日
・田

目
】・∪
ｏｏ
・誅

記
０
・ω
場

Ｚ
。同
。Ｎ
Ｏ
詳

３
〕
参
照
。
さ
ら
に
、
合
理
性
に
関
す
る
争
点
に
つ
い
て

は
、
事
実
審
裁
判
所
の
最
初
の
直
観
は
完
全
に
正
し
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
獣
医
は
、
動
物
の
所
有
者
に
適
切
な
通
知
を
す
る
限
り
、
自

ら
の
施
設
内
に
お
い
て

「遺
棄
さ
れ
た
」
動
物
を
処
分
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
田
釧
ＨＦ
ｏ
∽
〓
毅
口
条
（ヨ
①諄
８
Ｘ
）。
請
求
額
が

三
二
、
○
○
○
ド
ル
に
達
し
た
後
に
動
物
を
始
末
す
る
の
が
合
理
的
で

あ
っ
た
な
ら
ば
、
請
求
額
が

一
、
○
○
○
ド
ル
に
達
し
た
後
に
動
物
を

始
末
す
る
の
は
な
ぜ
合
理
的
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

当
裁
判
所
は
、
弁
護
士
の
マ
イ
ヤ
ー
ズ
が
果
し
た
数
多
く
の
役
割
に

つ
い
て
も
ま
た
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。
マ
イ
ヤ
ー
ズ
が
身
上
後
見
人
と

財
産
後
見
人
の
両
者
に
つ
い
て
、
両
者
の
立
場
が
異
な
っ
た
と
き
に
効

果
的
に
代
理
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
、
と
当
裁
判
所
は
信
じ

る
。
そ
し
て
、
よ
り
に
よ
っ
て
被
後
見
人
も
身
上
後
見
人
も
正
反
対
の

立
場
を
と
っ
て
い
る
と
き
に
、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
は
自
分
が
作
成
し
た
委
任

状
は
無
能
力
宣
告
後
も
効
力
を
有
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
な
か
っ
た

と
主
張
し
た
が
、
こ
れ
は
適
切
で
は
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
和
解
に
関

す
る
審
理
に
お
い
て
マ
イ
ヤ
ー
ズ
が
、
診
断
報
告
書
は
マ
ア
ブ
リ
ィ
が

い
つ
か
自
宅
に
戻
る

「可
能
性
は
存
在
し
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
と

一二
エハ
一
一

述
べ
た
が
、
当
裁
判
所
は
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
。
こ
の
陳
述
が
正
し
い

か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
訴
訟
後
見
人
の
み
な
ら
ず
依
然
と
し
て
マ
イ

ヤ
ー
ズ
の
依
頼
者
で
あ
っ
た
身
上
後
見
人
ま
で
も
が
反
対
の
主
張
を
し

て
い
る
と
き
に
、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
が
こ
の
よ
う
な
陳
述
を
行
っ
た
こ
と
自

体
が
不
適
切
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
誤
り
が
そ
れ
だ
け
で
破
棄
す
る
根
拠
と
な
る
か
否
か
を

当
裁
判
所
は
決
定
す
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
当
裁
判
所
は
必
ず
し
も

マ
イ
ヤ
ー
ズ
が
不
誠
実
に

含
い
０
”
０
ご
諄̈
）
行
動
し
た
と
い
う
つ
も
り

も
な
い
。
後
見
人
と
被
後
見
人
を
伴
う
訴
訟
手
続
と
い
う
も
の
は
、
訴

訟
当
事
者
と
同
様
に
訴
訟
代
理
人
に
と
っ
て
も
混
乱
を
生
じ
さ
せ
う
る

も
の
な
の
で
あ
る
。
訴
訟
後
見
人
も
あ
る
べ
き
自
分
の
役
割
に
つ
い
て

い
く
ら
か
混
乱
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

成
年
障
害
者
に
対
す
る
後
見
の
趣
旨
は
、
「障
害
者
の
福
祉
を
促
進

し
、
障
害
者
を
遺
棄

・
搾
取

ｏ
濫
用
か
ら
守
り
、
障
害
者
の
最
大
限
の

自
律
と
独
立
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
助
長
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
胡
釧

Ｈｒ
ｏ
∽
釧
≧
Ｆ
占
（こ
条
（ヨ
ｏ峰
８
程
）。
後
見
は
「本
人
の
実
際
の
精
神

的
、
身
体
的
、
な
ら
び
に
適
応
上
の
限
界
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
程

度
に
お
い
て
の
み
」
命
じ
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
が
ｏ
Ｈｒ
ｏ
∽
く

日
ｒ
占
（こ
条
（長
①絡

【ＯＸ
）。
こ
の
原
則
と

一
致
す
る
た
め
に
、
本
人



が
障
害
を
有
し
て
い
る
と
認
定
し
た
後
で
さ
え
も
、
裁
判
所
の
裁
量
は

制
限
さ
れ
て
い
る
。
完
全
な
後
見
人

（づ
【８

，
ａ

”
“
ミ
ヽ
”̈
じ

は
、
被

後
見
人
が

「完
全
に
能
力
を
有
し
て
い
な
い
」
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、

制
限
さ
れ
た
後
見
曾
Ｂ
いけｏ

，
Ｗ
鶴
０
い“
鷹
目
じ
で
は
被
後
見
人
の
身
上
、

財
産
、
ま
た
は
そ
の
両
方
に
十
分
な
保
護
が
与
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う

場
合
に
の
み
、
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。　
一
九
九
五
年
八
月
二

〇
日
よ
り
施
行
の
一
般
法
律
八
九
―
二
九
六
、
一
五
節

〔
ぶ
釧
Ｈｒ
ｏ
∽
く

日
Ｆ
占
叉
こ
条
Ｑ
Ｆ
諄

Ｈ８
じ
を
改
正
。
（８
８

目
】■
８
●
∽
①ａ
。８
昴
ヽ

∞曽
尺
ヨ
①諄
じ
〕。
制
限
さ
れ
た
後
見
人

（ロ
ヨ
いけ①，
Ｗ
Ｒ
Ｏ
い”
じ

で
さ

え
、
裁
判
所
が
後
見
を
障
害
者
の
身
上
、
財
産
、
ま
た
は
そ
の
両
方
の

保
護
の
た
め
に

「必
要
で
あ
る
」
と
認
定
し
た
場
合
に
の
み
、
選
任
さ

れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。　
一
九
九
五
年
八
月
二
〇
日
よ
り
施

行
の
一
般
法
律
八
九
―
二
九
六
、　
一
五
節

〔
胡
ｏ
Ｈｒ
ｏ
∽
く
目
Ｔ
に
（ｅ

条
（ヨ
①
降

８
ｏ
じ
を
改

正
。
（日０
８

Ｈ】Ｆ

ｏ
”
いの。マ
Ｆ

ω
∞
椰

ω
∞
民

（ヨ
①峰
）
こ
。

無
能
力
者
が

「自
ら
の
身
上
の
世
話
に
関
し
て
責
任
あ
る
決
定
を

行
っ
た
り
、
伝
達
し
た
り
す
る
、
十
分
な
理
解
や
能
力
を
欠
い
て
い
る
」

と
き
に
は
、
身
上
後
見
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
ぶ
釧

ＨＦ
Ｏ
∽
ｕ＞
Ｆ
占
↑
×
じ
条
（ヨ
ｏ峰
８
Ｒ
）。
身
上
後
見
人
の
義
務
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る
一

裁
判
所
が
命
じ
た
範
囲
内
で
、
被
後
見
人
や
そ
の
未
成
年
お
よ
び
成
年

の
被
扶
養
子
に
と
っ
て

「適
切
な
限
り
で
、
支
援
、
世
話
、
快
適
さ
、

健
康
、
教
育
と
扶
養
、
な
ら
び
に
専
門
家
の
サ
ー
ビ
ス
」
を

「手
に
入

れ
」、
「
そ
の
準
備
を
す
」
る
こ
と
で
あ
る
。
ぶ
０
日ｒ
Ｏ
∽
く
〓
ヤ
葛
Ｃ
）

条
（■
８
け
ｇ
程
）。
身
上
後
見
人
は
ま
た
、
「被
後
見
人
が
最
大
限
の
自

律
と
独
立
を
発
展
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
被
後
見
人
を
助
力
」
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
胡
釧
ＨＦ
ｏ
∽
く
〓
讐
・葛
↑
）条
２
く
ｏ
資
８
程
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
財
産
後
見
人
は
、
無
能
力
者
が
障
害
に
よ
っ
て
「自

分
の
財
産
な
い
し
は
金
銭
的
事
柄
を
管
理
で
き
な
い
」
と
き
に
、
選
任

さ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
調
輌

ＨＦ
ｏ
∽

く
〓
”
占
↑
×
じ
条
（Ｊ
「８
け

８
Ｘ
）。財
産
後
見
人
の
責
任
は
身
上
後
見
人
の
責
任
と
は
異
な
っ
て
い

る
。
第

一
に
、
財
産
後
見
人
は
被
後
見
人
の
財
産
を

「倹
約
的
に
」
管

理
し
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
収
入
お
よ
び
元
本
を
「被
後
見
人
の
快
適
さ
、

適
切
な
支
援
お
よ
び
教
育
の
た
め
に
、
…
…
ま
た
は
、
裁
判
所
が
被
後

見
人
の
最
善
の
利
益
に
か
な
う
と
考
え
る
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
に
、

必
要
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
」
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「裁
判
所

は
、
被
後
見
人
の
最
善
の
利
益
に
か
な
う
と
裁
判
所
が
決
定
す
る
よ
う

な
合
意
を
被
後
見
人
を
代
理
し
て
締
結
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
。
胡
切
Ｈｒ
ｏ
∽
く
〓
Ｔ
“
（じ
条
（■
８
一
い０
０こ
。

つ
の
判
例

―
―
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
後
見
に
関
す
る
事
件
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財
産
後
見
人
は
、
後
見
人
任
命
証
を
発
行
し
た
裁
判
所
の
承
認
を
得

て
、
法
的
文
書

（【品
ユ

房̈
けコ
８
８
一３

の
作
成

・
交
付
を
含
む
、
被

後
見
人
の
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ｄ
ｕ
ＨＦ
ｏ
∽
く
〓
彎
“

（こ
条
（■
８
一
８
程
）。
さ
ら
に
、
財
産
後
見
人
は
、
す
べ
て
の
裁
判
手

続
に
お
い
て
、
被
後
見
人
に
代
っ
て
出
廷
す
る
こ
と
を
託
さ
れ
て
い
る
。

『Ы

Ｈｒ
Ｏ
∽
く
目
”
占
只
ｅ
条
（Ｊ
♂
諄
８
Ｒ
）。
し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら

に
裁
判
所
は
、
被
後
見
人
の
近
友

（お
４

守
ご
ユ

Ｒ

，
①
毒
賀
ｅ

と

し
て

「あ
ら
ゆ
る
手
続
を
開
始
し
、
遂
行
し
、
防
御
す
る
」
者
を
選
任

し
、
い
か
な
る
者
に
も
被
後
見
人
の
近
友
と
し
て

「あ
ら
ゆ
る
手
続
を

開
始
し
、
遂
行
し
、
防
御
す
る
」許
可
を
与
え
、
ま
た
は
、
「当
該
裁
判

所
に
お
け
る
被
後
見
人
の
利
益
を
防
御
す
る
」
た
め
に
近
友
な
い
し
は

訴
訟
後
見
人

（〇
＞
じ

を
選
任
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
お
Ｏ
Ｈｒ
ｏ
∽
く

日日”
―
【∞
（３
峯
食
ゴ
お
峰
【ｏ
ｏじ
。

訴
訟
後
見
人
の
役
割
は
、
遺
産
管
理
法

一
一
ａ
ｌ

一
〇
条
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
条
文
も

一
般
法
律
八
九
―
二
九
六
に
よ
っ
て
改
正

さ
れ
た
。　
一
九
九
五
年
八
月
二
〇
日
よ
り
施
行
の
一
般
法
律
八
九
―
三

九
六
、　
一
五
節

貧
８
輌
日
い
出
●
∽
①コ
。〓
〓
・〓
尽
（ヨ
①ｏけと
を
参
照
。

以
前
の
関
連
箇
所
は
、
裁
判
所
に

「被
告
を
代
理
す
る
た
め
に
訴
訟
後

見
人
を
選
任
」
（強
調
を
新
た
に
加
え
た
）
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
た

三
六
四

雪
３

ＨＦ
ｏ
∽
輌
≧
日常
【只
じ
条
（ヨ
８
け
８
Ｒ
こ

の
に
対
し
て
、
現
在

の
関
連
箇
所
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。　
一
一
ａ
ｌ
八
条
に
基
づ
い

て
申
立
て
が
提
起
さ
れ
る
と
、
「裁
判
所
は
、
本
条
の
規
定
と
矛
盾
し
な

い
被
後
見
人
の
最
善
の
利
益
に
関
し
て
裁
判
所
に
報
告
す
る
、
訴
訟
後

見
人
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（原
文
に
お
け
る
強
調
は
削
除
）

〔
一
九
九
五
年
八
月
二
〇
日
よ
り
施
行
の
一
般
法
律
八
九
―
二
九
六
、

一
五
節
貧
８
釧
日
い
８
●
∽
ｏコ
，８
お
・〓
〓
（■
①諄
》
〕。
こ
の
制
定
法

は
、
法
律
を
変
え
た
と
い
う
よ
り
も
意
味
を
よ
り
明
確
に
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
訴
訟
後
見
人
は
、
被
後
見
人
の
代
理
人
と
し
て
で
は
な

く
、
「裁
判
所
の
目
と
な
り
耳
と
な
っ
て
」
機
能
す
る
の
で
あ
る

（ウ
ィ

コ
フ
の
婚
姻
に
関
す
る
事
件

〔Ｆ
お
〓
”
１
】”
”
ｏ
Ｒ
Ｊ
ヾ
８
Ｆ
Ｓ
Ｏ
日
・

＞
り
ｏ
・ωヽ
　
卜
ｏ
∞
卜ヽ
ＨＱ
・Ｎ
Ｏ∞
　
Ｈ■
∪
①ｏ
・∞ω
∞
・ω
卜
０
・Ｏω
Ｏ
　
Ｚ
・Ｕ
。ＮＯ
　
∞
り
ヽ
・０
０
ヽ

（【ＯＯ卜
）
〕）
。

訴
訟
後
見
人
は

（最
善
の
利
益
が
分
か
る
限
り
に
お
い
て
）
被
後
見

人
の
最
善
の
利
益
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
被
後
見
人
を
代
理
す

る
も
の
で
は
な
い
。
ジ
ョ
ス
ト
Ｃ
ｏ
峰
・３
０
Ｆ
‐バ
①二
ｒ
”
①く
。障
ｔ
Ｘ
）

翁
訴
訟
後
見
人
は
被
告
を
代
理
す
る
責
任
を
負

っ
て
い
る
。伝
統
的
に

こ
の
こ
と
は
、
被
告
の
無
分
別
な
希
望
の
擁
護
者
と
し
て
仕
事
を
す
る

の
と
は
全
く
異
な
っ
て
、
被
告
の
最
善
の
利
益
を
代
表
す
る
こ
と
を
意



味
し
て
い
る
し
を
参
照
．
訴
訟
後
見
人
と
被
後
見
人
の
意
見
が

一
致
し

て
い
る
と
き
は
、
訴
訟
後
見
人
は
事
実
上
、
被
後
見
人
を
代
理
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
被
後
見
人
が
要
求
し
た
り
、
被
後
見
人
と
訴
訟
後
見

人
の
立
場
が
異
な
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
別
の
訴
訟
代
理
人
を
選
任
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
胡
輌

Ｆ
Ｒ
）
く
目
Ｔ
Ｈｏ
Ｏ
）
●

条
０
３
絡

８
Ｘ
）。
最
後
に
ヽ
当
裁
判
所
は
、　
一
一
ａ
ｌ

一
〇
条
は
「審
理
以
前
の

手
続
」
と
い
う
表
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
言
及
し
て
お

く
。
胡
ｏ
ＨＦ
ｏ
∽
く
目
”占
ｏ条
（■
ｏ降
８
Ｒ
）。
い
っ
た
ん
財
産
後
見
人

が
任
命
さ
れ
た
な
ら
ば
、
訴
訟
全
体
に
お
い
て
被
後
見
人
を
代
理
す
る

こ
と
は
、
そ
の
財
産
後
見
人
と
い
う
実
在
の
責
任
と
な
る
の
で
あ
る
。

Ｎ８

ＨＦ
ｏ
∽
輌＞
ご
占
只
ｅ
条
Ｑ
♂
降
８
程
）。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に

引
き
続
く
訴
訟
に
お
い
て
被
後
見
人
の
利
益
を
代
表
す
る
た
め
に
裁
判

所
が
な
お
訴
訟
後
見
人
や
近
友
を
選
任
す
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、

訴
訟
後
見
人
は
被
告
の
能
力
に
関
す
る
審
理
以
前
に
お
い
て
の
み
必
要

と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
胡
釧
Ｈｒ
ｏ
∽
く
目
“
占
只
ｅ
条
（Ｊ
♂
諄
８
程
）
。

訴
訟
後
見
人
は
通
常
の
弁
護
士
と
依
頼
者
の
関
係
に
お
い
て
被
後
見

人
を
代
理
す
る
も
の
で
は
な
い
。
事
実
、
訴
訟
後
見
人
は
弁
護
士
で
あ

る
必
要
さ
え
な
い
の
で
あ
る
。
調
釧

Ｈｒ
ｏ
∽

く
目
”
占
只
じ
条
（■
８
一

じ
Ｘ
）
只
一
九
九
五
年
八
月
二
〇
日
よ
り
施
行
の
一
般
法
律
八
九
―
三

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る
一

九
六
、　
一
五
節

（資
格
を
も
っ
た
弁
護
士
で
は
な
い
訴
訟
後
見
人
の
適

格
性
を
規
定
）
０
８
９
〓
い
出
いのむ
毬

。ヽ〓
〓
〓ヽ
覇
（ヨ
①
降
と

に
よ
り

変
更
こ
を
参
照
。
弁
護
士
と
依
頼
者
の
間
の
特
権
は
、
訴
訟
後
見
人
と

被
後
見
人
と
の
間
に
は
存
在
し
な
い

〔〓
，ど
目
。９

，
一。・針
。ら
づヽ
鶴
・８
Ｐ

目
』絡
ｏ
『［ｏ
』
”
「
『“
ｏけ̈
ｏＯ
Ｚ
３
８
ヽ
詳

露
０
３
８
【８
‐口
●
ａ

８
８
こ
。

訴
訟
後
見
人
の
義
務
は
被
後
見
人
の
最
善
の
利
益
の
た
め
に
働
く
こ
と

で
あ
り
、
被
後
見
人
の
た
め
に
働
く
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
当
裁
判
所
は
、
第

一
審
裁
判
所
は
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
最
善

の
利
益
に
な
る
だ
ろ
う
と
確
信
す
る
こ
と
な
く
和
解
を
承
認
し
た
点
に

お
い
て
誤
り
を
お
か
し
た
、
と
判
示
す
る
。
第

一
審
裁
判
所
が
部
分
的

に
正
式
事
実
審
理
を
経
な
い
で
な
さ
れ
る
判
決
を
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
に
対

し
て
認
め
た
こ
と
も
、
同
じ
理
由
で
誤
り
で
あ
っ
た
。
以
上
述
べ
た
理

由
に
よ
っ
て
、
当
裁
判
所
は
破
棄
し
、
当
裁
判
所
の
意
見
と
矛
盾
し
な

い
、
さ
ら
な
る
訴
訟
手
続
が
な
さ
れ
る
よ
う
求
め
て
、
リ
ブ
ィ
ン
グ
ス

ト
ン
郡
第

一
審
裁
判
所
に
差
戻
す
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
に
有
利
な
判
決
を

下
す
前
に
、
第

一
審
裁
判
所
は
か
れ
の
請
求
書
の
有
効
性
と
合
理
性
を

決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
務
支
払
の
た
め
に
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
自

宅
を
譲
渡
す
る
前
に
、
第

一
審
裁
判
所
は
収
支
計
算
を
要
求
し
、
当
該

譲
渡
が

「必
要
な
い
し
は
得
策

（９
も
の
０
【０●
けと

で
あ
り
、
成
年
障
害

つ
の
判
例

―
―
マ
ア
プ
リ
ィ
の
後
見
に
関
す
る
事
件
　
　
　
一一一六
五
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者
の
最
善
の
利
益
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
と
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
第

一
審
裁
判
所
が
マ
ア
ブ
リ
ィ
の
自
宅
の
価
値
を

決
定
す
る
ま
で
は
、
い
か
な
る
譲
渡
も
承
認
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

破
棄
、
差
戻
。

ス
タ
イ
グ
マ
ン
裁
判
官
な
ら
び
に
マ
ッ
ク
ラ
ウ
裁
判
官
は
賛
成
。

一二
エハ
ニハ


